
２
月
18
日
「
バ
イ
オ
シ
ッ
ク

ス
（
生
命
倫
理
学
）
の
世
界

的
権
威
者
（
早
稲
田
大
学
名

誉
教
授
）
に
よ
る
名
曲
を
生

ん
だ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
学
生

時
代
の
思
い
出
、
平
和
と
い

の
ち
の
大
切
さ
な
ど
を
お
話

し
し
て
い
た
だ
い
た
。
貴
重

な
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が

ら
、
戦
前
・
戦
中
の

軍
国
主
義
の
時
代
に

東
郷
小
学
校
に
て
教

育
勅
語
を
諳
ん
じ
る

教
育
を
受
け
て
過
ご

し
た
幼
少
時
代
か

ら
、
戦
後
の
「
あ
た

ら
し
い
憲
法
の
は
な

し
」
へ
の
大
き
な
変

化
を
経
験
し
た
こ
と

が
話
さ
れ
た
。　

「
早
稲
田
大
学
時
代
の
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中

 
で
一
九
五
九
年
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
県
ダ
グ

パ
ン
市
の
農
漁
村
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
動
戦
争

の
悲
惨
さ
を
生
ま
れ
て
初
め

て
体
験
し
た
。
そ
の
時
に
現

地
の
子
供
た
ち
が
民
謡
の
メ

ロ
デ
イ
ー
に
合
わ
せ
て
踊
る

姿
を
見
な
が
ら
、
戦
争
の
憎

し
み
を
超
え
て
自
分
に
接
し

て
く
れ
る
現
地
の
人
の
態
度

に
感
銘
を
受
け
、
旧
約
聖
書

の
詩
編
47
.
1
「
す
べ
て
の

民
よ
、
手
を
打
ち
鳴
ら
せ
」

を
思
い
起
こ
し
、
愛
と
赦
し

と
を
態
度
で
示
し
て
く
れ
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
友
人
へ
の
感

謝
を
こ
め
、
平
和
を
願
い
な

が
ら
作
詞
し
た
の
が
「
幸
せ

な
ら
態
度
で
示
そ
う
よ
！
」

で
あ
っ
た
。　

一
九
七
０
ー
七
二
年
の
南
ベ

ト
ナ
ム
サ
イ
ゴ
ン
大
学
滞
在

中
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
只
中

で
、
「
命
」
、
「
人
権
」
、

「
平
和
」
、
「
健
康
」
等
の

価
値
観
の
変
革
を
意
図
す
る

「
超
・
学
際
的
学
問
」
を
構

想
し
、
そ
の
後
の
バ
イ
オ
エ

シ
ッ
ク
ス
へ
の
発
想
と

な
っ
た
。
そ
の
後
。
バ

イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）

で
取
り
上
げ
ら
れ
、
ユ

ネ
ス
コ
で
は
二
０
０
五

年
に
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク

ス
と
人
権
に
関
す
る
世

界
宣
言
と
な
っ
た
。
ユ

ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
に

は
「
戦
争
は
人
の
心
に

中
で
生
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
人
の
心
の

中
に
平
和
の
砦
を
築
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

平
和
の
う
ち
に
生
き
る
権

利
、
「
し
・
あ
・
わ
・
せ
」

を
求
め
る
活
動
、
日
本
国
憲

法
第
13
条
「
幸
福
請
求
権
」

の
尊
さ
を
強
く
訴
え
た
。
そ

し
て
「
し
・
あ
・
わ
・
せ
」

な
ら
態
度
に
示
す
人
生
を
生

き
ま
し
ょ
う
！
、と
結
ん
だ
。

ち
な
み
に
「
し
・
あ
・
わ
・

せ
」と
は
、「
知
る
こ
と
（
歴

史
的
無
知
の
反
省
）
」、
「
愛

す
る
こ
と（
和
解
と
友
情
）」
、

「
和
/
輪
を
つ
く
る
（
平
和

の
サ
ー
ク
ル
）
」
、
「
世
界

に
目
を
向
け
る
（
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｌ
な
視
野
を
も
つ
）
」
、

で
あ
る
、
と
紹
介
さ
れ
た
。

ま
さ
し
く
当
協
会
創
立
１
５

周
年
を
記
念
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
講
演
会
で
あ
っ
た
。
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世
界
で
歌
い
継
が
れ
る
名
曲
誕
生
秘
話

協
会
創
立
15
周
年
記
念

第
13
回
国
際
文
化
ス
タ
デ
ィ
講
演
会

講
師　

木
村
利
人
氏

(

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授)

木村理人早稲田大学名誉教授
会場・蓮田市総合文化会館多目的ルーム

田村会長、木村氏と恵子夫人、

（右）木村氏をご紹介頂いた石崎賛助会員

日
頃
は
、
当
協
会
活
動
に

ご
協
力
を
戴
き
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
創
立

以
来
、
色
々
な
事
に
挑
戦

し
、
遭
遇
し
、
縷
々
議
論

し
て
、
時
に
は
各
位
の
血

の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
で

何
と
か
活
動
を
凌
い
で
来

ま
し
た
。
私
た
ち
の
活
動

の
系
譜
に
、
そ
の
ご
苦
労

の
足
跡
は
残
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
持
続
可
能
な
協
会

を
め
ざ
す
に
は
取
組
も
考

え
、
活
動
の
内
容
な
ど
検

討
す
る
事
は
必
須
で
あ
る

べ
き
姿
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ユ
ネ
ス
コ
に
懸
け
る

情
熱
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
い
つ
ま
で
も
同
じ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
力
・
体

力
も
無
限
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
理
事
各
位
の
意
見
も

あ
り
、
こ
の
機
に
、運
営
・

活
動
を
少
し
見
直
す
べ
き

時
で
あ
る
と
思
い
ま

し

た
。
15
年
間
の
活
動
の
体

験
・
反
省
を
踏
ま
え
て「
適

合
す
る
活
動
」
を
模
索
し

な
が
ら
か
ら
、
「
絞
込
」

を
し
て
、
中
身
を
充
実
さ

せ
、
持
続
す
る
協
会
づ
く

り
、
会
員
・
支
援
者
に
応

え
ら
れ
る
協
会
を
さ
ら
に

目
指
そ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
に
、
総
会
資
料
に

掲
載
し
た
活
動
を
実
施
し

つ
つ
、
皆
様
の
提
言
と
協

力
の
下
で
精
査
し
よ
り
適

合
す
る
具
体
的
な
活
動
を

さ
ら
に
見
出
そ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
の
一
環
で
今
期

取
り
組
む
「
平
和
の
鐘
を

な
ら
そ
う
」
・
「
親
子
で

考
え
る
平
和
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
は
新
た
な
挑
戦
で

あ
り
ま
す
。
ご
関
係
各
位

と
連
携
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
あ
げ
、
今
後
の

歴
史
に
名
を
刻
む
こ
と
を

祈
る
次
第
で
す
。

持
続
可
能
な
活
動
を
目
指
し
て

新
規
活
動
の
取
組
も

会
長　

田
村
勝
彦

2023
活
動
方
針



昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
地

域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ
が
２

回
、
国
際
文
化
ス
タ
デ
ィ
が

１
回
延
期
に
な
っ
た
が
実

施
、
２
月
に
15
周
年
記
念
講

演
会
が
開
催
出
来
た
。
当
協

会
が
15
周
年
を
迎
え
ら
れ
た

事
に
会
員
の
皆
様
の
お
支
え

が
あ
っ
た
と
会
員
の
皆
様
へ

の
感
謝
が
あ
っ
た
。
議
案
審

議
に
つ
い
て
は
会
員
の
小
杉

正
孝
様
が
議
長
に
推
薦
さ
れ

１
号
議
案
か
ら
５
号
議
案
迄

審
議
、
質
疑
応
答
の
後
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。
３
号
議

案
で
は
別
表
の
よ
う
に
、
向

山
裕
規
さ
ん
が
理
事
復
帰
、

新
任
理
事
に
花
田

愛
さ
ん
、
顧
問
に

中
野
和
信
さ
ん
が

就
任
、
熊
倉
顧
問

が
退
任
で
承
認
さ

れ
た
。
４
号
議
案

で
は
９
月
青
山
学

院
で
開
催
の
関
ブ

ロ
に
当
協
会
が

「
学
校
支

援
協
力
活

動
」
に
お

け
る
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク

ー
ル
と
の

取

り

組

み
、
を
発

表
す
る
と
の
紹
介
が
あ
っ

た
。
総
会
に
は
市
内
の
小
中

学
校
の
運
動
会
で
忙
し
い

中
、
当
協
会
の
会
員
で
あ
る

蓮
田
市
の
山
口
市
長
も
駆
け

つ
け
て
頂
い
た
。　

こ
の
後
、
寺
子
屋
講
座
に
移

り
テ
ー
マ
は
最
近
の
協
会
連

盟
の
動
き
「
Ｕ
ー
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ

ｅ
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
子
供
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
地
域
協
働

且
つ
包
括
教
育
の
観
点
か
ら

他
」と
題
し
ま
し
て
（
公
社
）

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
組

織
部
課
長

　

仁
藤
里
香
氏
に
ご
講
演
を

戴
い
た
。
若
い
女
性
理
事
か

ら
現
状
報
告
や
単
身
で
の
子

育
て
の
窮
状
等
活
発
に
議
論

さ
れ
有
意
義
な
時
間
を
共
有

出
来
た
。
終
了
後
、
仁
藤
様

も
同
席
さ
れ
た
昼
食
会
で
も

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
意
見

交
換
で
き
た
。
今
後
当
協
会

の
若
手
女
性
理
事
と
連
盟
と

の
コ
ラ
ボ
、
繋
が
り
に
期
待

出
来
る
と
感
じ
た
。

　

５
月
20
日
（
土
）
蓮
田
市

立
中
央
公
民
館
に
て
、
２
０

２
２
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
出
席
者
21
名
、
委

任
状
25
名
計
46
名
、
会
員
、

個
人
、
法
人
会
員
総
数
60
名

で
総
会
は
成
立
、
田
村
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
15
年
間

従
来
の
４
本
柱
の
活
動
を
中

心
に
続
け
て
き
た
が
、
今
後

の
活
動
を
考
え
、
今
年
よ
り

過
去
に
と
ら
わ
れ
ず
新
し
い

活
動
に
も
取
り
組
み
た
い
と

表
明
、
「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら

そ
う
i
n
慶
福
寺
」
と
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
２
テ
ー

マ
を
新
に
計
画
、
若
い
理
事

の
発
想
や
新
し
い
試
み
を
取

り
入
れ
た
。

６
月
17
日
都
内
新
宿
エ
ル
タ

ワ
ー
に
て
、
第
75
回
日
本
ユ

ネ
ス
コ
協
会
連
盟
定
時
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
さ

れ
、
会
場
に
は
全
国
か
ら
56

名
が
集
ま
り
会
長
田
村
が
出

席
致
し
ま
し
た
。
連
盟
の
佐

藤
会
長
挨
拶
に
続
き
、
鈴
木

理
事
長
の
司
会
進
行
で
審
議

が
進
み
ま
し
た
。
特
に
お
知

ら
せ
し
た
い
事
項
と
し
て

は
、
そ
の
第
２
号
議
案
は
既

に
会
報
き
ず
な
27
号
に
ご
案

内
の
通
り
、
協
会
連
盟
評
議

員
枠
の
ス
リ
ム
化
が
進
め
ら

れ
、
埼
玉
県
か
ら
は
一
つ
の

枠
と
な
り
４
月
６
日
開
催
の

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議

会
総
会
で
当
協
会
が
推
薦
さ

れ
そ
の
推
薦
が
審
議
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

他
に

第
１
号
議
案
二
０
二
二
年
度

事
業
報
告
か
ら
３
号
議
案
ま

で
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た

が
、
こ
の
間
、
「
千
代
田
ユ

ネ
ス
コ
協
会
除
名
」
の
件
と
、

「
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
の
合
併
進
捗

状
況
」
に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
。
第
４
号
議

案
の
定
款
・
諸
規
定
の
改
定

に
つ
い
て
で
は
従
来
定
款
に

使
用
し
て
き
た
「
日
ユ
協
」

「
こ
の
法
人
」
と
表
記
し
た

呼
称
を
「
協
会
連
盟
」
と
し

て
統
一
表
示
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
次
に
報
告
事

項
と
し
て
二
０
二
三
年
度
計

画
書
・
収
支
予
算
書
の
審
議

と
な
り
ま
し
た
が
二
０
二
三

年
度
事
業
計
画
の
策
定
ボ
イ

ン
ト
と
し
て
「
教
育
・
学
び

に
軸
足
を
」
と
し
て
、（
１
）

世
界
寺
子
屋
運
動
、
（
２
）災

害
子
供
教
育
支
援
、
（
３
）新

規
事
業
で
あ
る
地
域
協
働
型

包
括
教
育
支
援
事
業
の
３
つ

主
要
活
動
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
向
け
た
次
世
代
育
成
の
括

り
で
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
推

進
事
業
が
あ
り
、
地
域
協
働

型
包
括
教
育
支
援
事
業
「
Ｕ

ー
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
み
ん
な
で
つ

な
ぐ
子
ど
も
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
と
も
に
丁
寧
に
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。（
説
明
後
一

括
承
認
）
今
回
当
協
会
が
評

議
員
の
一
員
に
名
を
連
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後
と
も
当

協
会
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。
会
員
皆
様
と

一
丸
と
な
り
そ
の
名
に
相
応

し
い
活
動
を
心
掛
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

去
る
５
月
20
日
、
蓮
田
・

白
岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

総
会
に
於
い
て
顧
問
と
し
て

お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
中
野
和
信
で
す
。
浅

学
菲
才
な
る
者
故
、
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

一
意
専
心
、
本
協
会
の
発
展

の
為
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

前
職
は
蓮
田
市
職
員
と
し

て
33
年
６
か
月
、
蓮
田
市
議

会
議
員
と
し
て
１
期
３
年

間
、
蓮
田
市
長
と
し
て
4
期

16
年
間
勤
め
て
お
り
ま
し

た
。

　

現
在
は
今
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
な
が
ら
色
々
な
分
野

の
活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
崇
高
な
理
念
の
も
と
に

活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
蓮

田
・
白
岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
皆
様
の
足
手
纏
い
に
な

ら
ぬ
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

 
冒
頭
さ
い
た
ま
ユ
ネ
ス
コ

連
絡
協
議
会
会
長
の
本
多
会

長
挨
拶
。
今
ま
で
さ
い
た
ま

ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
し
て
ネ
パ

ー
ル
に
学
校
を
建
設
し
て
来

た
が
，
当
時
と
時
代
が
変
わ

り
援
助
の
必
要
性
が
無
く
な

っ
た
為
、
今
総
会
で
引
退
す

る
と
の
表
明
が
あ
っ
た
。　

【
第
１
号
議
案
】　
　
　
　

令
和
４
年
度
報
告
。　
　
　

【
第
２
号
議
案
】　
　
　
　

会
計
収
支
報
告
共
承
認
。　

【
第
３
号
議
案
】　
　
　
　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
で
は

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
i
n

東
京
は
９
月
３
日
開
催
、
第

３
分
科
会
で
当
協
会
に
発
表

要
請
が
あ
り
、
一
度
は
固
辞

し
た
が
他
協
会
か
ら
の
強
い

要
請
が
あ
り
発
表
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
私

た
ち
の
活
動
と
し
て
学
校
支

援
協
力
活
動
に
お
け
る
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
の
取
り
組

み
」
と
し
た
。　
　
　
　
　

【
第
４
号
議
案
】　
　
　
　

令
和
５
年
度
予
算
案
承
認
。

【
第
５
号
議
案
】　
　
　
　

役
員
改
選
で
は
原
案
ど
お
り

変
更
が
承
認
さ
れ
た
。
会
長

に
は
寄
居
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
石
澤
邦
彦
氏
、
副
会
長

に
当
協
会
田
村
会
長
・
同
じ

く
副
会
長
で
あ
っ
た
深
谷
地

方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
清
水
國

男
氏
に
代
わ
り
関
口
良
子
氏

が
就
任
、
蓮
田
・
白
岡
地
方

ユ
ネ
ス
コ
協
会　

熊
倉
晃
氏

に
代
わ
り
飯
島
剛
が
理
事
に

就
任
し
た
。　
　
　
　
　
　

【
第
６
号
議
案
】　
　
　
　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
評

議
員
に
は
田
村
勝
彦
当
会
会

長
が
推
挙
・
候
補
と
な
っ
た

（
後
日
開
催
の
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
定
時
総
会
で
決

定
）そ
の
他
、草
加
ユ
ネ
ス
コ

協
会
が
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

盟
連
を
退
会
し
た
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

（
今
回
、協
会
連
盟
の
呼
び
か

け
に
応
じ
、
当
協
会
か
ら
２

名
、
題
記
の
研
修
に
参
加
致

し
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
り
、

江
原
万
菜　

青
年
会
員
の
感

想
で
す
）
西
成
の
子
ど
も
の

里
で
は
大
学
を
卒
業
す
る
ま

で
責
任
を
も
っ
て
育
て
、
子

ど
も
が
暮
ら
し
の
経
験
を
積

む
為
に
大
人
が
子
ど
も
の
目

線
に
な
り
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
子
ど
も

の
里
を
安
全
基
地
と
し
て
活

動
を
展
開
さ
せ
て
い
き
、
年

間
の
イ
ベ
ン
ト
や
研
修
旅

行
、
子
ど
も
会
議
、
人
権

教
育
な
ど
色
々
な
経
験
を

通
し
て
自
分
の
存
在
意
義

や
将
来
の
選
択
の
幅
を
広

げ
て
い
く
の
だ
と
考

え

た
。
週
一
回
行
う
夜
回
り

の
様
子
を
見
て
子
ど
も
が

疑
問
に
思
う
事
を
実
際
に

会
話
し
て
伝
え
て
み
る
事

で
偏
見
が
無
く
な
り
、
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
差
別
を
し

な
い
大
人
に
成
長
し
て
い
く

と
感
じ
た
。
箕
面
ユ
ネ
ス
コ

協
会
の
研
修
会
で
は
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
子
ど
も
の
学

習
を
支
え
る
取
り
組
み
を
行

い
そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は

縦
の
関
係
づ
く
り
や
社
会
参

加
な
ど
を
習
得
し
て
い
た
。

更
に
、
小
学
校
と
連
携
す
る

こ
と
で
子
ど
も
の
様
子
や
苦

手
分
野
が
明
確
に
分
か
り
、

ス
タ
ッ
フ
も
準
備
体
制
を
整

え
や
す
く
成
果
も
あ
げ
や
す

く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

学
ん
だ
。
子
ど
も
が
お
仕
事

体
験
を
し
て
お
金
を
手
に
入

れ
店
で
買
い
物
が
出
来
る
と

言
う
マ
ー
ブ
の
取
り
組
み
は

と
て
も
興
味
深
く
、
幼
い
頃

か
ら
お
金
の
価
値
や
社
会
を

知
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
感

じ
た
。
私
は
現
在
大
学
で
子

ど
も
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い

る
が
、
普
段
学
校
で
は
学
ぶ

機
会
が
少
な
い
子
ど
も
の
貧

困
な
ど
現
代
社
会
の
問
題
に

向
き
合
う
事
が
出
来
た
為
、

今
後
も
色
々
な
テ
ー
マ
や
事

例
を
元
に
学
び
を
深
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
江
原
）

第
16
回
定
時
総
会
報
告

第
16
回
定
時
総
会
報
告

第
16
回
定
時
総
会
報
告

第
16
回
定
時
総
会
報
告

2022
年
度

協
会
連
盟
の
新
規
事
業
の
受
講(

寺
子
屋
講
座)

総会に参加頂いた方々(中央：山口京子蓮田市長）

ユネスコ協会連盟の新規事業

(寺子屋講座)講演を頂いた

仁藤里香課長

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ www.hasuda-shiraoka.jpn.org/ (2)

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
　

連
盟
定
時
総
会

第
75
回

(

公
社

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

評
議
員
に
当
協
会
が

　
　
　
　
　
　

承
認
さ
る

顧
問
就
任
あ
い
さ
つ

顧
問
就
任
あ
い
さ
つ

中
野
和
信

 

蓮
田
・
白
岡
地
方

　

     

ユ
ネ
ス
コ
協
会

 

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ

           

連
絡
協
議
会

定
時
総
会
報
告

４
月
６
日
大
宮
レ
イ
ポ
ッ
ク

箕
面
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
　
　
　

研
修
会
参
加
報
告

箕
面
ユ
ネ
ス
コ
協
会

　
　
　
　

研
修
会
参
加
報
告

「
西
成
区
・
子
供
の
里
」見
学

～U-Smile

「
子
ど
も
の
貧
困
を
考
え
る
」

筆者江原万菜と箕面ユネスコ協会

　　　　川本実弥さんともに学生会員

７月には二人で東北・気仙沼の蠣の養殖

ボランティアに参加しました。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
活
動

と
し
て
、
２
月
24
日
黒
浜

南
小
学
校
体
育
館
に
て
、

花
田
愛
理
事
が
講
師
に
よ

る
「
ニ
ク
ラ
グ
ア
の
い
い

所
。
み
ん
な
の
い
い
所
」

を
講
演
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
と
は
・

②
世
界
に
は
国
が
何
か
国

あ
る
か
・
③
発
展
途
上
国

と
呼
ば
れ
る
国
は
何
か
国

か
等
の
ク
イ
ズ
形
式
で
国

際
理
解
を
勧
め
、
子
ど
も

た
ち
は
興
味
深
い
話
に
聞

く
耳
を
も
ち
、
活
発
な
意

見
も
で
て
、
世
界
・
人
と

の
交
わ
り
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
（
江
原
）

花田理事と生徒の活発な意見交換

学
校
支
援
協
力
活
動

学
校
支
援
協
力
活
動

蓮
田
市
黒
浜
南
小
報
告



①
 
名
前　
　
　
　
　
　
　

②
出
身
地
及
び
居
住
地　
　

③
入
会
動
機
・　
　
　
　
　

活
動
へ
の
抱
負　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

①
澤
村　

重
子　
　
　
　
　

（
さ
わ
む
ら
あ
つ
こ
）　
　

②
東
京
都
江
戸
川
区
で
幼
少

期
を
過
ご
し
、
結
婚
と
同
時

に
愛
知
県
小
牧
市
に
住
む
。

そ
の
後
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
で
２
人
の
娘
を
子

育
て
し
な
が
ら
、
市
内
の
小

学
校
で
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
13
年
勤
務
。
主

人
の
定
年
を
機
に
、
昨
年
4

月
よ
り
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に

移
住
。
 　
　
　
　
　
　
　

③
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
役
員
理

事
の
江
原
さ
ん
と
学
童
施
設

の
仕
事
で
運
命
的
な
出
会
い

が
あ
り
、
昨
年
11
月
と
今
年

２
月
の
活
動
に
誘
っ
て
い
た

だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
縁
を
感

じ
入
会
を
決
め
ま
し
た
。
決

め
て
の
一
つ
に
、
『
私
た
ち

の
活
動　

15
年
の
軌
跡
』
に

凝
縮
さ
れ
た
活
動
内
容
に
共

感
し
、
会
長
を
真
ん
中
に
役

員
の
方
々
や
応
援
者
の
活
動

に
対
す
る
愛
情
を
感
じ
た
こ

と
で
す
。
現
在
鎌
倉
市
内
の

小
学
校
で
特
性
の
あ
る
子
ど

も
の
学
習
支
援
を
し
、
学
童

施
設
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど

も
へ
の
支
援
を
し
て
い
ま
す

が
、
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
な
か

な
か
会
え
な
い
文
化
人
や
人

生
の
先
輩
方
の
お
話
を
聞

き
、
「
平
和
と
子
ど
も
達
の

こ
と
を
考
え
る
」
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
４
年
前
に
他

界
し
た
母
が
、
田
村
会
長
と

同
じ
青
学
卒
で
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、
英

語
教
育
を
50
年
以
上
携
わ

り
、
小
さ
な
国
際
交
流
を
身

近
に
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

相
手
の
国
を
知
る
こ
と
、
文

化
を
知
る
こ
と
が
平
和
へ
の

第
一
歩
か
な
と
母
の
願
い
を

背
に
活
動
に
貢
献
で
き
れ
ば

な
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

①
安
田
修
一　
　
　
　
　
　

（
や
す
だ
し
ゅ
う
い
ち
）　

②
生
ま
れ
も
育
ち
も
現
在
暮

ら
し
て
い
る
さ
い
た
ま
市
北

区
（
旧
大
宮
市
）
で
す
。　

③
こ
の
度
、
田
村
会
長
か
ら

お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
蓮
田
・
白
岡
地
方
ユ
ネ

ス
コ
協
会
と
の
関
わ
り
は
、

私
が
蓮
田
中
学
校
の
教
頭
と

し
て
着
任
し
た
平
成
２
９
年

度
か
ら
に
な
り
ま
す
。当
時
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し

て
、
著
名
な
方
々
を
講
師
に

ご
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
講
師
の
方
か
ら
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
高
い

志
に
つ
い
て
子
供
た
ち
に
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
は
青
年
海

外
協
力
隊
に
参
加
さ
れ
た
方

を
講
師
に
推
薦
し
て
い
た
だ

き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

子
供
た
ち
が
将
来
を
考
え
る

上
で
、
大
変
貴
重
な
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
現
在
、
小
中

学
校
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連

し
た
教
育
や
実
践
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

７
月
19
日（
水
）民
間
ユ
ネ
ス

コ
誕
生
の
日
。
当
協
会
も
15

周
年
を
迎
え
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
先
人
た
ち
の
「
平

和
の
志
」
を
つ
な
ぎ
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
「
平
和
へ
の
祈

り
と
願
い
、
そ
し
て
鎮
魂
を

込
め
る
祈
念
の
日
」
と
し
て
、

慶
福
寺
に
て
、
（
朗
読
）花
び

ら
の
会
、
（
合
唱
）
C
.
E

.
M
.
C
.
の
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
の
も
と
、
平
和
の
鐘
が

心
に
沁
み
、
響
き
渡
っ
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
朗
読
の

「
語
り
継
ぐ
戦
争
」
の
お

話
は
深
く
心
に
刺
さ
り
、

 
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
合
唱
は
 

夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぐ
素
敵

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
お
じ

さ
ん
パ
ワ
ー
を
感
じ
、
元

気
を
戴
き
ま
し
た
。
合
唱

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
「
翼
を

く
だ
さ
い
♪
」
は
久
し
振
り

に
お
腹
か
ら
声
を
出
し
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ま
と
一
緒
に
歌

い
ま
し
た
。
 
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
も
「
と
て
も
よ
か

っ
た
!
」と
高
評
価
で
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
ま
た
、
人

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
微

力
な
が
ら
地
域
活
性
の
お
手

伝
い
が
で
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
世
界
平
和
と
来
年
も
こ

の
企
画
が
続
い
て
い
き
ま
す

よ
う
祈
り
、
鐘
を
つ
き
ま
し

た
。
参
加
者
51
名
、
ご
来
賓

と
し
て
蓮
田
市
長
山
口
京
子

様
・
学
校
教
育
部
長
安
田
修

一
様
・
市
議
会
議
員
山
田
慎

太
郎
様
を
迎
え
、
ご
挨
拶
戴

き
ま
し
た
。

新
会
員
紹
介

新
会
員
紹
介

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)
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　　「翼をください♪」

C.E.M.C.男性合唱団の皆様
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